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に
け
ぶ
る
遠
景
の
山
な
み
は
、
深
山

ひ
そ

に
秘
む
霊
気
が
ま
さ
に
生
動
し
て
で

も
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

つ
ぶ
さ
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「深山湖情 1J 

半二 1981年制作

紙本・墨画
151センチX181センチ

富山県のイメージアップを目指して一一一一一14-17
リレーシンポジウム

生かそうベテランの持ち昧 18-19 

不当景品付販売に要注意 L__20-21 

トピックス・県政のうごき ・お知らせ一一一一22-23

みなさんと県庁とのパイプ役 24 

シリーズ県有施設紹介⑦' 県民公園新港の森一表 3

置県百年のシンボルマークを

使用してください 哀 4

のでに
画あ見
面るれ
にとば
横れま
溢2断構
し じ 図
た難上
ー いの
つも配
のの慮
気のが
分、万

はこ全

豊
秋
半
二
固
有
の
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

秋

し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道

程
は
決
し
て
平
駈
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
(
一

豊

. 

真然ま
の ー ま「
良致、何
いの筆の
絵心の構
が境速え
生に度も
れ達ゃな
るし法Eく
時 た み 平

とな常
ときど心
信ことそ
じ そ j軍えの

九

O
七
)
富
山
県
朝
日
町
に
生
ま
れ

昭
和
十
年
よ
り
安
田
靭
彦
の
指
導
を

得
、
戦
後
の
二
十

一
年
日
本
美
術
院

に
初
入
選
以
来
、

三
十
五
年
ま
で
院

展
に
連
続
出
品
、
こ
の
間
白
寿
賞
、

大
観
賞
を
受
け
て
い
る
。
や
が
て
公

置県百年の春

ふるさとをチューリ ップで飾りまし ょう一一一一一5

障害者のと完全参加と平等主の実現を目指して- 6-9
ー障害者福祉計画一

とやま「あの日あのとき」富山県の転機を探る⑦-10-11

観どころ昧じまん 第18回新湊市 12-13 

10月号

・ もくじ県立近代美術館収蔵美術作品紹介⑬ 哀 1-2

ミ広げようボランティアの輸をミ 1-4 
一あなたもボラ ンティア活動に

参加 してみませんか一

今
後
も
命
の
あ
ら
ん
限
り
精
進
し
続

二け
『 る

'81 よ
富り
山ほ
のか
美は
術な

よ」。

り
(
豊
秋
半

募
展
か
ら

一
切
離
れ
、
個
展
を
通
し
、

岩
絵
具
に
よ
る
独
自
の
山
岳
画
を
昭

昭
和
五
十
六
年
十
月
、
富
山
県
立

近
代
美
術
館
で
開
催
し
た
「
剖
富
山

の
美
術
」
展
に
、
豊
秋
半
二
は
「
深

山
湖
情

I
・
H
」
を
出
品
し
、
同
展

の
図
録
に
首
記
の
よ
う
な

一
文
を
寄

せ
て
い
る
。

た和
目的 。四

利3 十
で年
知代
ら半
れば
るま
あで
る発
好表
事 し
家統
がけ

評
語
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
を
新
つ

外
に
期
待
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

豊
秋
の
画
を
評
し
、
「
気
韻
静
寂
」
で

て
受
け
と
る
な
ら
ば
、
水
墨

へ
の
回目

い
ま
豊
秋
半
二
は、

そ
の
香
気
あ

る
水
墨
画
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
と
言
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ

険
を
あ
え
て
示
唆
し
た
助
言
で
は
な

か
っ
た
か
。
彼
が
畏
敬
す
る
哲
学
者
・

知の
ら頃
れの
るこ

謝与と
赫?で
のあ
画る
の。

法れ
をは
もよ
じく

水
墨
を
本
格
的
に
手
が
け
て
満
十
年
、

え奔
放た

波なし
だ墨11 か

っ痕えに
たとそ
近に・の
景じ・画
のみ・面
土ど がに
t皮は鮮 は

か
雲に闘士
姻f見達

谷
川
徹
三
も
、
華
岳
(
村
上
)
や
昌

克
(
日
高
)
に
相
似
た
資
質
の
豊
秋

そ
の
画
境
は
ま
す
ま
す
冴
え
わ
た

っ

て
い
る
。

り
、
気
韻
い
ま
だ
生
動
せ
ず
と
の
批

判
や
向
後
の
期
待
を
こ
め
て
贈
っ
た

が
水
墨
に
「
挑
戦
」
す
る
こ
と
を
言

(
主
任
学
芸
員

太
田
将
勝
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
?

や
福
祉
団
体
な
ど
で
確
認
さ
れ
た
人

数
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
多
数
の
人

国
際
障
害
者
年
を
契
機
と
し
て
、

「
、ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な

っ
て
き
ま

し
た
。
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、
「
自

分
か
ら
進
ん
で
、
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「今日のおかずもおいしそうだねJ(週に 1度ひとり暮し老人の方に給食を作って配る奥田給食ポランティアグループ)

こ
の
こ
と
は
、
昭
和
五
十
五
年
の

富
山
県
政
世
論
調
査
結
果
で
も
明
ら

に
、
物
や
報
酬
を

目
的
と
し
な
い
で

分 類 専門的グループ 一 般紙調匝 合 官十
両町 考

鎖繊 う長 野 tt 』民 グトプ'1: 人員数 1Jt，-プlt人lUt 列トプ教 人n数

綴租t傑1械 168 4，801 154 5，438 322 10 ，239 

地ボラ 械ンティでア活の動 881 3，148 291 1，221 117 4，369 

老 人 44 1 1，463 16 743 ω 2，206 

兜 童 23 278 6 271 29 549 

障害者 (!尼) 10 251 。 。 10 251 

その 他 111 1，156 7 207 181 1，363 食お生む活つ改づ善く運り動車事

社ボ会ラ福ン祉テ施ィ設ア活での動 42 766 118 4，029 11泊 4，795 

老人福祉絡設 30 568 ω 2，470 941 3，038 

児童福祉施設 10 173 36 949 461 1，122 

降客害福祉施設 2 25 18 610 20 635 

投術ボランティア 38 887 7 I!渇 45 1 1，075 

点訳 奉 仕 3 152 。 。 3 152 

朗 続 奉仕 15 206 。 。 15 206 

手話奉 仕 17 4ω 。 。 17 4船

E里容・美容 3 49 7 l鎚 10 237 

文化領域 15 196 6 116 21 312 文化附草.石仏調査等

.!I!.t傾減 10 302 331 1，611 431 1，913 r宵婦 奉仕事F

il‘ h ~t 193 5，299 193 7，165 386 12，464 

57，4 . 1 

活
動
す
る
人
」
を

言
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年

度
中
に
県
内
で
ボ

q 

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
人
は
、

富
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
調
査
で

富山県内ボランティアグループの状況

は
三
百
八
十
六
グ

ル
ー
プ
一

万
二
千

四
百
六
十
四
名
と

個
人
ボ
ラ
ン
テ

イ

ア
二
百
二
十
八
名

合
わ
せ
て

一
万
二

千
六
百
九
十
二
名

に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
主

に
福
祉
関
係
施
設



か
で
、
二
十
歳
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

な
ど
の
清
掃
活
動
、
献
血

献
体
活

ア
活
動
の
参
加
経
験
の
あ
る
人
は

動
、
交
通
安
全
の
街
頭
指
導
活
動
に

実
に
五
四

・
一
パ
に
の
ぼ
っ
て
お
り

多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
で
は
、
道
路
・
溝
・
公
園

% 

40 

33二4「 3，幽2園 田.4 対象者 578

30 

2v3ーー.ー9

20 

1F3ー0 1r-1ー目「6 10 5 ・
10 

日円日 日H円日日目己 0.5 凸。
道路の 献血

通安交全

赤ど
防火

施社会福祉設掃陣のなど

スの
用不品テ y次F 

;害にあ起に困てつ揖殴キ
老話

青少年グ導育成

車乗 病 白 訳点、仕 化文
そ

、掃j青 いの
ポ|指導 人 人 宇犬 、j動舌区

根共同募金羽な連金動事 換向購人商品圭共刷情談苦ス主とトf 書J要T j I 

の 化

害障者や
保

護霊財
j鼻

体献な
防犯

、ソ
つい 3舌

護 話手な
の

の
体つ力

たる し jレ 運

固公など 指街頭導
活動 慰の問や仕2活動告 人や人の 相手や

運

分 ど フ 動 の 動 ど f也
く

生1舌世話
の 世 の

り 世 言舌 奉

男性 35.1 39.4 22.7 9.6 18.3 8.3 13.0 4.0 9.0 6.3 11.0 6.3 3.0 2.3 1.0 0.6 3.3 

女性 31.5 24.7 25.0 16.4 4.3 12.9 5.7 13.9 7.5 8.6 2.5 5.0 5.0 2.5 1.0 0.3 3.5 

ボランティア活動の参加内容
圃
園
田
園
園
田
ド
ム
、

--

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

理
解
と
参
加
を
求
め
て

県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
川
「
福
祉
の
心
」
の
醸
成

他
人
へ
の
温
か
い
思
い
や
り
ゃ
い

主
体
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
よ
り

活
発
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ

た
わ
り
の
気
持
ち
を
育
て
る
た
め
に

の
基
盤
ゃ
つ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

は
、
子
供
の
頃
か
ら
「
福
祉
の
心
」

叫

ぶ

I
ム
ヘ
ル
パ
!
の
わ
ね
ば
さ
ん

可
お
じ
い
令

aV4
‘
こ
4HH.、は
U

今
日
も
、
制
吋
輔
略
的
略
的
，
.
ト
れ

L
い
ち
ゃ
ん
持
軍
骨
量
&
尻
島
も

sb

h
h
J丹
空
止
符
と
ん
ぼ
が
と
て

j
fど
よ
丹
て
れ
い
げ
川
口
付
じ
れ

州、ゅ
・4.

、
お
う
、
よ
f
S持
金
げ
争
目
か
品
、
ヘ
中
バ

f

M

.-4山
炉
事
て
f
だ
き

mdRτ
畢
ゐ
だ
£
ω

網島
-a7
・

晶
な
た
え
島
h
H
a

お
む
い
俳
句
や
ゐ
前
轟

4
で
緩

Lτ
お
も
れ
た
わ
J
V

、
ヘ
ル
バ

1
5
4
τ
‘
な
島
仁
⑮
掴
司
掴
相
舟
こ
ど
?
民

自
れ
ゑ
プ

3
2
M
M事
会
事

gmse--
一

プ
な
ど
の
照
会
、
活
動
先
の
あ
っ
旋

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
い
が
:
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

余
暇
を

利
用
し
て
、
自
分
の
技
能
や
能
力
に

り
応
じ
て
地
域
社
会
に
役
立
て
る
活
動

よ査
で
あ
り
、
個
人
や
団
体
で
も
参
加
で

調論
き
、
時
間
の
長
短
に
関
係
な
く
、

一

政県
時
間
で
も
三
十
分
で
も
活
動
で
き
ま

山富

す

。

回
可
l
A第

の
醸
成
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

小
・
中

・
高
の
学
校
を
対
象
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
力
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
指
定
校
を
指
定
し
、
老

人
や
障
害
者
な
ど
と
の
交
流
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
五
年
生
全

福祉副読本「ふくし」

(2)い 員
ボ まに
ラ 活 す福
ン 動 。 祉

テ 基 副
イ 盤 読
ア の 本
セ 整 を
ン 備 作
タ成
|配
や布
社し
会て

福
祉
協
議
会
で
は
、
活
動
拠
点
の
提

供
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
活
動
器
材

の
貸
出
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ

l
ド
の

発
掘

・
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

側

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
の
養
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
継
続
的

に
活
動
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に

む
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
個
人
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
化
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

や
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
各
地

で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー

研
修
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。

何
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
の
養
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
希

望
者
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
る

に
よ
る
参
加
者
↑
が
多
く
な

っ
て
い
ま

す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
の
参

ま
た
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
ボ
ラ

加
状
況
を
み
る
と

ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

」
れ
ま
で
は

主
に
友
人
や
近
所
の
人
か
ら
の
情
報

い
な
い
場
合
は
、
市
町
村
社
会
福
祉

に
よ
り
参
加
し
た
人
が
多
い
よ
う
で

協
議
会
ま
た
は
、
富
山
県
ボ
ラ

ン
テ

す
が
最
近
で
は
、
県
や
市
町
村
の

ィ
ア
セ

ン
タ
ー
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

設
置
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
相
談
に
応
じ
て
い

を
通
じ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

l

ま
す
。

新川ヴィーラの老人を魚津水族館に招待(魚津婦人ボランティアグループ)

2 

• ボランティア活動推進者の研修会

3 

人
と
の
調
査
を
行
う
コ

l
デ
ィ
、
不
l

し
た
研
修
や
情
報
交
換
会
の
開
催
を

行

っ
て
い
ま
す
。

倒

活
動
中
の
事
故
に
対
す
る
保
障

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
自
身
が
活
動
中
に

タ
l

(
調
整
者
)
の
養
成
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
る
う
え

か
ら
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

け
が
を
し
た
場
合
や
活
動
中
に
他
人

タ
ー
で
対
応
す
る
職
員
や
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
な
ど
を
対
象
と

の
身
体
や
財
物
に
損
害
を
与
え
た
場

合
の
保
障
手
段
を
確
立
し
、
万
一
の



事
故
に
備
え
、
安
心
し
て
活
動
に
取

り
組
め
る
よ
う
創
設
さ
れ
た
も
の
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
保
険
の
加
入
促
進
を
図
る
た

め
、
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

活
性
化
を
目
指
し
て

今
後
、
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も
と
に
潜
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発

掘
に
努
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
サ

活
動
の
中
核
と
な
る
市
町
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
各
種
団
体
な
ど
と
の
連
け
い

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
官
民
が
協
力
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
造
成
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
県
が
策

定
し
つ
つ
あ
る
新
総
合
計
画
の
中
で

も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
豊
か
な
地
域

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

富
山
県
の
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、

古
く
か
ら
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
き

土
A
F
l
u
h
~

。

富
山
県
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
栽
培
は
、

六
十
年
以
上
の
歴
史
を
も
ち
、
そ
の

作
付
面
積
も
今
で
は
二
百
信
を
越
え
、

四
千
三
百
万
球
も
の
球
根
が
出
荷
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
豊
富
な
種
類
と
高
い
品
質
は
、

広
く
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ

カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
海
外
に
お
い
て

も
高
い
評
価
を
得
て
、
「
チ
ュ

l
リ
ッ

プ
と
や
ま
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
花
を
咲
か
せ
る

の
は
決
し
て
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

秋
に
、
球
根
を
花
壇
な
ど
に
植
え
れ

ば
必
ず
春
に
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
花
壇

な
ど
が
無
く
て
も
、
鉢
植
え
や
水
栽

培
で
も
簡
単
に
楽
し
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。

特
に
、
来
年
は
現
在
の
富
山
県
と

な
っ
て
ち
ょ
う
ど
百
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
百
年
の
春
を
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
で
飾
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
美
し
い
と
や
ま
の
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
を
、
県
外
の
友
人
、
親

富山県と富山県社会福祉協議会では、昭和54年度から

毎年10月を「ボランティア強調月間」と定め、市町ボラ

ンティアセンターや市町村社会福祉協議会の協力を得て、

県民のポランティア活動への理解と積極的な参加を呼び

かけるとともに、ボランティアを励まし、さらに活動の

推進に努めています。

強調月間中は、啓発ポスターやミ二パンフレットを作

成し PRに努めるほか、 10月17日(日)午後 1時から、第一

生命ビル 9階ホールにおいて、「富山県ボランティア交流

集会」を開催いたします。当日は、県内の 4ボランテイ

アグループの活動発表や青木一雄氏(元NHKアナウン

サ-)の記念講演も予定されています。

また、市町村においても多彩な行事が予定されています。

10月下旬より12月下旬。排水、日当りの良い所に 1平方f正当り釦球を
15;"X15事レ間隔で織込む。所定の場所をよく打返し、まず⑧織込みに
必要な‘深さ (20事:'-)ほどよ郵の土を淑除き、肥料を底土とよく混和す
る。⑥その上に取除いた土を少々入れ(間土)、球被を並べる。娠後に
C減った土をかぶせ(覆土)、表面を平らにし、潅水して仕上げる。

上によをあげてお< . 

物¥(降
2沼田 L一一時』ーJ
よ瞳圏醤4瓜 I~

肥料左足量土をよく打返す

⑧ 

10月下旬より 1月上旬。水排けの良い土嬢を選ぷ。
値込用賀序

:::: A)鉢底に'かけら"f入れる。
8) 予定い土又は小石、砂を入れる。(~)
C)肥料の入った土。 (y.)
0)間土 CsE料の入らない土)
E) 1ま根を並べる。(15手〆鉢に31求、 18事シ毒事{こ4嫁〕
F) 覆土 (ß~ヰのない土)し、浸水する。

「手話って難しいね」

10月はボランティア強調月間

議F

EB酒亘書道'Þ~l~哩留酒蝿E壇

壇)〔花

戚
に
贈
り
、
ふ
る
さ
と
富
山
に
想
い

を
は
せ
て
も
ら
っ
て
は
い
か
が
で
し

よ
'
フ
か
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
植
え
付
け
時
期

は
十
月
か
ら
十
一
月
で
す
。

さ
あ
/
家
庭
で
、
職
場
で
県
の
花

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
花
を
育
て
る
楽
し
さ
、
作

る
喜
び
を
あ
な
た
自
身
で
あ
じ
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

ボランティアマーク

4 

⑮ 

注 2飯事項
(1通期間降雨がない場合週に2由経く潅水を行う。
冬季、非積雪地方では強い鴻容に対し地表lζ敷ワラを・し、春にft1{X除く。積雪地
方でl卓、融雪時の長期間水浸しを防ぐため高島畦にする。

(2脚舗の場合舗込み後努力哲也るまで臼陰に目置き、苦手が出たら白さきりの良いjlJfへ移す。
毒事の土が極織に乾燥しないよう遁2主総〈潅水する。

(3海年同じ場所に纏える織合f;t石灰を施し土滋を消毒する。
(4)肥料は少量施用する。 4

5 

な
お
、
資
料
の
入
用
、
相
談
に
つ

い
て
は
、

富
山
市
新
総
曲
輪

一
の
七

富
山
県
農
業
水
産
部
園
芸
特
産
課

宮

O
七
六
回
全
二

)四一

一
一

ま
た
は
、

砺
波
市
一
番
町
三
の
四
四

富
山
県
花
井
球
椴
農
業
協
同
組
合

O
七
六
三
三
(
三
)
二
四
四
八

へ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

宮



、11.:!!晶
一「τ才、

めざして

昨
年
は
全
世
界
を
あ
げ
て
、
障
害
者
の

「完
全
参
加
と
平
等
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
際
障
害
者
年
で
し
た
。

富
山
県
で
は
、
そ
れ
ま
で
も
保
健
医
療
、
教
育
、
雇
用
、
福
祉
等
多
く

の
面
で
各
種
の
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
国
際
障
害
者
年
を

意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
推
進
本
部
の
設
置
、
推
進
懇
談
会
の
結
成

な
ど
、
そ
の
啓
発
活
動
や
各
種
の
記
念
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し

た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
多
様
化
す
る
今
後
の
社
会
に
あ
っ
て
障
害
者
問
題
は
、
対
象

者
の
態
様
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
異
な
る
・と
こ
ろ
か
ら
、
幾
多
の

問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
今
後
長
期
に
わ
た
る
全
県
民

的
な
取
り
込
み
が
必
要
と
考
え
、
障
害
者
福
祉
の
方
向
づ
け
を
明
ら
か
に

障害者の

‘ ・ー 司

.....司 ・・ ・.

障
害
者
福
祉
の
理
念
に
基
づ
い
た

努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、
次

③ 

障
害
者
が
家
庭
や
地
域
社
会
で

の
よ
う
な
方
向
で
施
策
を
推
進
し
ま

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
地

す
。

①

障
害
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解

が
社
会
全
体
に
行
き
わ
た
る
よ
う

域
福
祉
施
策
の
体
系
的
整
備
を
図

り
ま
す
。

に
す
る
と
と
も
に
障
害
者
の
意
見

の
反
映
に
努
め
ま
す
。

④ 

行
政
が
処
理
す
べ
き
分
野
と
民

間
活
動
の
分
野
を
明
ら
か
に
し

② 

相
互
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

行
政
各
般
に
わ
た
る
障
害
者
福

祉
施
策
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
総
合
的
推
進
に

し
た

「富
山
県
障
害
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

あ
と
に
述
べ
る
障
害
者
福
祉
の
理
念
に
も
あ
る
と
お
り
、心
身
に
障
害
を

持
つ
人
々
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
の
発
展
に
参
加
し
、健
常
者
と
同
等

の
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
社
会
経
済
の
発
展
の
成
果
を
平
等
に
享
受
で
き
る
、

そ
う
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
や
市
町
村
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
の
計
画
に
沿

っ

て
各
種
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
望
む
も
の
で
す
。

計
画
で
は
、
第
一
章
で
障
害
者
福
祉
の
基
本
的
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
、

第
二
章
で
こ
の
基
本
的
考
え
方
に
基
づ
く
障
害
者
福
祉
施
策
の
方
向
を
示

し
、
今
後
の
障
害
者
福
祉
を
促
進
す
る
に
あ
た
っ
て
の
県
・
市
町
村
及
び

民
間
活
動
の
具
体
的
行
動
の
指
針
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

B 

，'-'， 、

障
害
者
福
祉
の
目
標
は
、
障
害
者

が
社
会
の

一
員
と
し
て
、
社
会
、
経

済
、
文
化
な
ど
の
様
々
な
分
野
に
積
極

的
に
参
加
し
、
活
動
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
の
発
展

に
よ
る
利
益
の
平
等
な
配
分
を
受
け
、

等
し
く
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。

た
め
に
は

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
|
シ

ョ
ン
の
思
想
、
す
な
わ
ち
、
「
障
害
者

「わあ、きれいJ(障害者立山へ)

や
老
人
な
ど
社
会
的
援
助
を
必
要
と

す
る
人
々
が
、
何
は
か
存
在
す
る
社

会
こ
そ
が
通
常
の
社
会
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
特
別
の
援
助
を
必
要
と
す

る
人
々
で
あ

っ
て
も
、
分
離
的
、
隔

離
的
に
処
遇
す
る
の
で
は
な
く
、
可

能
な
限
り
住
み
な
れ
た
家
庭
に
お
い

て
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
近
い
状
態
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
」
と
い
う
考
え
方
に
立
脚
し

た
共
通
の
認
識
を
も

っ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

現
在
の
社
会
に
こ
の
よ
う
な
考
え

方
が
浸
透
し
始
め
て
い
ま
す
が
、
完

全
な
状
態
に
な
る
ま
で
に
至

っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
障
害
者
の
基
本
的
人
権

が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
創
出

を
早
め
る
た
め
に
も
、
ノ
l
マ
ラ
イ

ゼ
l
シ
ョ
ン
の
考
え
を
基
調
と
し
た

諸
施
策
の
展
開
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
の

「完
全
参
加
と
平
等
」

の
実
現
を
図
る
に
は
、
人
々
が
障
害

者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

主
に
次
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

① 

各
種
広
報
媒
体
の
積
極
的
な
活

用
③②  

福
祉
の
庖
の
設
置

県
テ
レ
ビ
広
報
に
手
話
通
訳
の

挿
入

④
 参

加
促
進

⑤
 

⑥
 

⑦
 

③
 

障
害
者
の
海
外
派
遣
事
業

へ
の

施
設
開
放
の
促
進

福
祉
副
読
本
の
継
続

交
流
学
習
の
促
進

福
祉
講
座
の
開
催

手話通訳を挿入した県のテレビ放送

フ

昨年の国際障害者年キャンペーン

心
身
障
害
の
発
生
原
因
に
は
、
先

天
的
な
も
の
と
後
天
的
な
も
の
が
あ

り
、
そ
の
予
防
を
図
る
た
め
に
は
、

障
害
の
原
因
と
実
態
を
的
確
に
把
握

し
、
こ
れ
に
対
す
る
適
切
な
対
策
を

講
ず
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
障
害
の
発
生
予
防
、
早
期

発
見
、
早
期
療
育
体
制
の
充
実
や
総

合
的
リ
ハ
ビ
リ

l
テ
l
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
確
立
な
ど
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

. ・~ι ....・

主
に
次
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

①
 制

の
整
備

周
産
期
に
お
け
る
母
子
保
健
体

② 

中
途
障
害
者
の
発
生
予
防
体
制

の
充
実

④③  

乳
幼
児
期
の
健
康
診
査
の
強
化

心
身
障
害
児
総
合
通
園
セ
ン
タ

ー
の
建
設

⑤ 

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病

院
の
建
設



⑥ 

地
域
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

i

⑪⑩⑨  

救
急
医
療
の
充
実

精
神
科
医
療
の
充
実

障
害
者
の
歯
科
医
療
体
制
の
確

シ
ョ
ン
の
強
化

③⑦  

専
門
職
員
の
養
成
確
保

重
度
障
害
者
の
医
療
体
制
の
充

保

実

⑫ 

医
療
費
助
成
の
充
実禽w.υハピν7-S'l8ン場内務線新績工事

障
害
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て

実

そ
の
生
れ
育
っ
た
家
庭
や
地
域
の
中

る
経
済
生
活
の
安
定
と
各
種
福
祉
サ

⑤
 

⑥
 

⑦
 訓

練
事
業
の
拡
充

緊
急
一
時
保
護
体
制
の
充
実

補
装
具
の
給
付
の
拡
充

で
、
生
き
が
い
の
あ
る
自
立
し
た
生

活
を
営
む
に
は
、
生
活
の
基
盤
と
な

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
通
所

ー
ピ
ス
の
提
供
に
よ
る
家
庭
的
更
生

③ 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
条
件
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ど
の
整
備

主
に
次
の
よ
う

な
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

①
 
各
種
手
当
な

ど
の
充
実
促
進

②

心
身
障
害
者

扶
養
共
済
制
度

の
加
入
促
進

③

相

談

指

導

体

制
の
強
化

家
庭
奉
仕
員

④ 
派
遣
事
業
の
充

最
近
で
は
、
障
害
者
が
施
設
よ
り

も
在
宅
を
志
向
し
、
可
能
な
限
り
地

域
社
会
で
の
生
活
を
求
め
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。

兜成予想街

心
身
に
障
害
を
有
す
る
児
童
生
徒

の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
可
能

な
限
り
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
障
害
の
状
態
や
発
達

段
階
、
特
性
な
ど
に
応
じ
て
、
よ
り

よ
い
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

主
に
次
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

⑤ ④ ③ ② ①  

幼
児
教
育
の
充
実

就
労
指
導
体
制
の
充
実

教
育
内
容
・
方
法
の
充
実

学
校
施
設
設
備
の
充
実

交
流
学
習
の
促
進

し
か
し
、
重
度
障
害
者
な
ど
に
と

つ
て
は
、
施
設
は
生
活
拠
点
と
し
て

ま
た
、
在
宅
福
祉
推
進
の
観
点
か
ら

も
重
要
で
あ
り
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

主
に
次
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

③②①  

重
度
障
害
児
者
施
設
の
整
備

社
会
福
祉
総
合
施
設
の
整
備

施
設
職
員
の
資
質
の
向
上

「このシャツなかなかいいなあ」

⑮ ⑨ ③ ⑦ ⑥ 

職
業
教
育
の
充
実

訪
問
教
育
の
充
実

健
康
教
育
の
充
実

後
期
中
等
教
育
の
充
実

特
殊
教
育
セ
ン
タ
ー

(仮
称
)

の
設
置

障
害
者
に
と

っ
て
就
労
は
、
生
計

の
維
持
だ
け
で
な
く
、
社
会
の

一
員

と
し
て
社
会
に
参
加
し
、
役
立
ち
、

自
己
の
生
活
が
生
か
せ
る
と
い
う

社
会
的
自
立
を
図
る
も

っ
と
も
重
要

リハビリテーション専門病院の内部完成予想図

一生懸命勉強する子供たち

な
意
義
を
担

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

障
害
者
雇
用
対
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

B 

主
に
次
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

心身障害者の雇用促進をめざす街頭キャンペーン

④③ ② ① 

職
業
訓
練
校
へ
の
入
校
の
促
進

相
談
指
導
体
制
の
充
実

雇
用
率
達
成
指
導
の
強
化

職
場
適
応
訓
練
制
度
な
ど
の
活

用
促
進

⑤
モ
デ
ル
工
場
の
育
成

(第
三
セ

ク
タ

l
方
式
に
つ
い
て
も
検
討
)

共
同
受
注
シ
ス
テ
ム
の
推
進

③ ⑦ ⑥  

授
産
施
設
の
整
備

福
祉
工
場
の
整
備

J 

障
害
者
が
積
極
的
に
社
会
参
加
で

き
る
よ
う
に
、
障
害
者
を
取
り
巻
く

社
会
生
活
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
参

加

へ
の
諸
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

主
に
次
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

① 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

l
派
遣
事
業
の

充
実

④③②  

専
門
的
ヘ
ル
パ

l
の
養
成
確
保

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化

障
害
者
団
体
の
自
主
的
活
動
の

促
進

⑤ 

公
共
建
物
な
ど
の
整
備

⑦⑥  

道
路
交
通
安
全
施
設
の
整
備

ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ

ン
施
設
の
整
備

③
 

③
 

⑩
 実

強
化

住
宅
な
ど
の
整
備

移
動
交
通
手
段
の
改
善
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充

⑪ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
確
保

機能回復訓練に励むスポーツに汗を流す

g 

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

な
お
、
こ
の
計
画
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
障
害
者
福
祉
の
理
念

を
県
民
全
体
が
理
解
し
、
県
は
も
と

よ
り
、
市
町
村
、
地
域
社
会
、
家
庭

な
ど
社
会
の
す
べ
て
の
分
野
が
、
そ

の
責
任
と
機
能
に
応
じ
て
、
こ
の
計

画
の
遂
行
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
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Z
D
W
昌
司
、
⑭
明

ω
ω
v
u
b

ー
不
況
へ
の
挑
戦
、
県
営
電
気
大
正
九
年
一

経

世

第14代知事浜田恒之助

〔在任明治43.6. 14 
~大正 4.8. 12) 

十
四
代
知
事
浜
田
恒
之
助
は
、
土

佐
藩
出
身
の
偉
丈
夫
で
あ

っ
た
。
初

代
国
重
知
事
と
並
ん
で
在
任
期
間
の

最
も
長
い
知
事
で
あ
り
、
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
の
五
年
間
県
政
を
展

策
」

開
し
、
文
字
ど
お
り

H

県
政
中
興
の

祖
H

と
な
っ
た
。

のそ
局た況ドの
めん著

非や「
常本経
な!際1世
るに小
便於f:策
宜て」
有はに
り大
、工

水業

力
電
気
之
な
り
。
本
牒
は
地
勢
傾

斜
し
、
山
岳
急
峻
に
し
て
、
水
勢

急
な
る
を
以
て
、
水
力
電
気
を
起

す
に
適
し
、
廉
債
な
る
無
限
の
効

力
を
得
ら
る

べ
し
。
蓋
し
工
業
界

に
於
て
は
石
炭
は
特
に
過
去
の
も

気の
とた
瓦ガら
斯スん
のと

こ す
者
が将i

来t
は
水
力
電

工
業
界
を

支
配
す
る
に
至
る
べ
し
。
此
の
至

賀
を
抱
き
な
が
ら
自
ら
利
用
す
る

能
は
ず
、
或
は
空
し
く
他
人
の
横

奪
す
る
に
任
ず
る
如
き
有
ら
ば
、

宣
に
千
秋
の
恨
事
に
あ
ら
ず
や
。

本
牒
工
業
に
は
古
き
歴
史
と
名
詑

大

戦

と

浜
田
知
事
の
予
見
は
第

一
次
世
界

大
戦
に
よ
る
日
本
の
経
済
発
展
の
中

で
決
定
的
な
重
み
を
持
つ
に
至

っ
た
。

(総価額，単位は円)

鉱産 水産 工産

0.1 4.8 36.1 

0.1 6.2 32.1 

0.1 5.3 37.6 

0.1 5.0 38.6 

0.1 4.5 36.0 

0.2 4.4 32.8 

0.2 5.5 32.6 

0.2 6.8 40.6 

0.4 5.1 40.6 

0.3 5.9 43.2 

0.1 6.0 44.4 

0.1 5.5 45.3 

0.4 6.1 40.2 

0.3 7.3 39.8 

0.4 6.7 47.4 

0.7 5.3 52.0 

1.0 4.5 52.5 

0.9 5.2 48.6 

0.9 4.4 52.2 

1.0 4.7 57.3 

1.3 4.8 57.9 

1.4 4.6 58.4 

1. 5 4.8 58.4 

1. 7 4.6 63.8 

0.9 4.9 64.9 

1.3 3.4 68.3 

2.2 2.7 67.8 

2.8 2.8 70.0 

2.9 2.5 70.9 

3.0 2.3 72.4 

5.7 1. 7 70.4 

10.4 1.8 67.8 

16.3 1.9 60.9 

15.0 1. 8 65 . 1 

15.2 1.7 63.9 

0.1 1. 2 83.4 

変化 (明治40年~昭和17年)
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治

正

和

明

大

昭

で
富
山
県
の
生
産
総
価
額
は
四
倍
に

は
ね
上
が

っ
た
。
や
が
て
大
正
十
年

は
富
山
県
の
経
済
史
上
画
期
的
な
年

と
な

っ
た
。
明
治
以
来
農
産
物
が
圧

倒
し
て
い
た
富
山
県
の
経
済
構
造
が

こ
の
年
を
境
に
工
産
物
中
心
へ
と
転

換
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、

こ
の
経
済
の
急
激
な
発

展
は
、
全
国
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
ひ
ず
み
が
米
騒
動
と
な

っ
て
深
刻

な
社
会
問
題
へ
と
発
展
し
た
。

こ
の

社
会
的
危
機
は
、
戦
後
の
経
済
不
況

と
相
ま
っ
て
更
に
深
刻
な
も
の
と
な

っ
て

た

東
尽
府
内
務
部

第17代知事東園基光 長
〔在任大正 8. 4. 18 ぞ

~同10.12. 24)1つ

富
山
県
知
事
に
就
任
し
た
東
園
基
光

の
登
場
は

ま
さ
に
こ
の
危
機
的
時

県

戸崎
昌

電

大
正
九
年
二
月
十
六
日
、
東
園
知

事
は
臨
時
県
会
を
突
如
招
集
し
た
。

彼
が
秘
か
に
画
策
し
て
い
た
県
営
水

力
発
電
構
想
を
審
議
に
か
け
る
た
め

で
あ
っ
た
。
常
願
寺
川
水
系
四
河
川

に
八
ヵ
所
の
発
電
所
を
設
け

四
万

キ
ロ
ワ

ッ
ト
の
発
電
を
行
お
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
発
電
が
稼
動
す

れ
ば

そ
の
収
益
と
し
て
年
間
二
百

六
十
八
万
円
を
県
民
に
提
供
で
き

県
費
の
半
ば
を
補
い
得
る
計
算
で
あ

る
。
発
電
の
た
め
の
堰
堤
手
つ
く
り
は

本
来
治
水
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
ま
さ
に
一
石
二
鳥
の
着
想
で
あ

っ
た
。

利
益
は
こ
の
二
つ
に
止
ま
ら

期
に
当
た

っ
て

い
た
。

信一刈

事

業

な
か

っ
た
。
深
刻
な
経
済
不
況
下
で

失
業
者
が
激
増
し
、

農
村
が
荒
廃
し

て
い
た
中
に
あ
っ
て
大
土
木
工
事
は

こ
れ
ら
を
打
開
し
、
併
せ
て
社
会
に

活
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

円
とし
しー か
うし
怠す
大tこ
なの
経事
費業
カ~' tこ

必は
要 二
と干
さ万

れ
た
。

た
め
に

県
会
で
猛
烈
な
反
対
が

起
こ

っ
た
。
官
選
知
事
は
事
業
を
見

届
け
る
こ
と
な
く
転
出
す
る
の
が
通

例
で
あ
り

失
敗
す
れ
ば
苦
汁
を
な

め
る
の
は
県
民
で
あ
る
と
い
う
議
論

が
大
勢
を
占
め
た
。
東
園
は
こ
れ
ら

反
対
論
に
対
し
、
熱
誠
を
も
っ
て
説
得

一月一

十

日

勢に賓5と
の富業を
饗スむ家有
選fとはす
を稽i能よる
大せくも
観ら敢fの
しる矯いあ
奮、進り
蹴t希2取
努くの又
力は気本
せ時象鯨

ら
れ
ん
こ
と
を
。

と
記
し
、
水
と
人
の
利
用
に
よ
り

工
業
立
県
ヘ
転
換
す
べ
き
こ
と
を
語

り
つ

、つ
け
た
。

10  

米

騒

動

次
表
が
示
す
よ
う
に
大
戦
を
は
さ
ん上滝発電所松ノ木発電所

に
つ
と
め
た
結
果
、

同
案
は
可
決
さ

れ
た
。
提
案
し
て
わ
ず
か

一
週
間
後

の
二
月
二
十

一
日
で
あ

っ
た
。

守q

大
正
十
三
年
四
月
、
上
滝
な
ど

発
電
所
か
ら
送
電
が
始
ま
り

県
営

発
電
事
業
は
軌
道
に
の
り
は
じ
め
、

富
山
県
の
先
行
き
に
大
い
な
る
灯
が

と
も
さ
れ
た
。
水
と
人
の
利
用
を
根

本
と
し
た
浜
田
の
理
念
は
、
東
園
に

よ
っ
て
開
花
し
た
。
昭
和
初
年
の
不

況
期
、
ひ
と
り
富
山
県
が
電
力
王
国

の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、

不
況
を

克
服
で
き
た
の
は
こ
の
二
人
の
先
達

の
先
見
性
と
実
行
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
。

富
山
近
代
史
研
究
会

奥

村

宏



専
念
寺
は
、
井
波
瑞
泉
寺
の
分
派
と
し
て
建
立
さ

れ
た
古
剃
。

こ
の
寺
の
境
内
に
、
傘
松
と
呼
ば
れ
る
松
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
枝
が
地
に
傘
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
松

は
、
享
保
二
年
二
七
一
七
)に
旅
僧
が
植
え
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
二
百
年
以
上
経
た
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
青
々
と
茂
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
寺
の
林
凡
鐘
は
、
県
内
に
現
存
す
る
在

銘
の
鐘
と
し
て
は
最
も
古
く
、
文
明
六
年
二
四
七

四
)
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

音
響
は
ひ
じ
よ
う
に
澄
み
、
か
つ
て
は
朝
夕
に
鳴

ら
さ
れ
、
沖
で
漁
を
す
る
人
た
ち
の
耳
に
も
届
き
、

仕
事
の
区
切
り
に
役
立
っ
た
そ
う
で
す
。

近代的な鐘楼とは対照的な党鐘

休日には多くの人たちの憩いの場となっている展望台

文字どおり傘の形になっている県指定文化財となっている苅鐘

こ
の
展
望
台
は
、
港
湾
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、

海
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
、

昭
和
五
十
五
年
完
成
し
た
も
の
で
す
。

晴
れ
た
日
に
は
、
富
山
湾
、
立
山
連
峰
、
能
登
半

島
ま
で
も
、
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
横
に
は
、
放
生
津
潟
(現
在
の
富
山
新
港
)

の
弁
天
島
か
ら
移
設
さ
れ
た
少
童
社
が
あ
リ
ま
す
。

こ
の
社
は
、
そ
の
昔
、
潟
の
肥
沃
土
を
堀
る
た
び

に
多
数
の
水
死
者
が
出
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
き

っ
と
潟
の
主

(大
亀
)
の
仕
業
で
あ
ろ
う
と
恐
れ
た

人
々
が
、
主
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
に
、
明
和
四
年

こ
七
六
七
)潟
の
中
心
に
築
島
を
つ
く
り
、
こ
こ
に

海
竜
社
を
創
建
し
ま
し
た
。
明
治
の
こ
ろ
現
在
の
少

童
社
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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新港の建設によって弁天島から移設された少童社樹齢をしみじみと感じさせる「傘松」
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;山県;の;
バ
ッ
グ
ン
の
自
然
度

四
季
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
し

と
に
か
く
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

三
千
日
級
の
立
山
は
日
本
中
か
ら
の

あ
こ
が
れ
だ
し
、
雷
鳥
も
い
る
。
ま

た
、
富
山
に
自
生
す
る
、
自
然
で
長

生
き
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
を
も

っ
と
植

樹
し
て
、
桜
の
園
を
つ
く
る
と
よ
い
。

行
動
に
便
利
な
地
形

富
山
ほ
ど
地
図
に
書
き
や
す
い
県

は
な
い
し
、
そ
の
中
に
山
も
海
も
あ

る
。
富
山
県
は

一
時
間
で
ど
こ
に
で

も
い
け
る
行
動
し
や
す
い
と
こ
ろ
だ
。

集
団
の
つ
き
あ
い
を
大
切
に
す
る

町
内
に
と
け
込
む
の

に
時
間
が
か

か
る
が
、

一
度
と
け
込
め
ば
と
て
も

住
み
よ
い
。
同
じ
電
車
の
通
勤
者
同

士
で
酒
を
飲
む
会
が
あ
る
の
は
都
会

で
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

町
内
会
の
ま
と
ま
り
が
強
く
、
祭

り
行
事
が
盛
ん
で
あ
る
。

都
市
化
さ
れ
て
い
な
い
よ
さ
が
あ

る
富
山
は
い
つ
も
「
足
り
な
い
」

と
い
う
ハ
ン
グ
リ
ー
な
状
況

に
あ
る
と
思
い
込
ん
で
や

っ
て
い
る
こ
と
が
魅
力
。

事
を
や
る
ぞ
」

の
前
進
力
に
つ

な
が

っ
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
化
さ

れ
て
い
な
い
よ
さ
が
あ

る
。地

理
的
に
は
日
本
の
ヘ
ソ

全
国
の
中
央
に
位
置
し
、
民

俗
学
的
に
も
東
日
本
と
西
日
本
の

接
点
と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
面

白
い
視
点
が
あ
る
。
方
言
、
民
家
の

形
、
仕
事
着
、
収
穫
祭
も
は

っ
き
り

接
点
に
位
置
し
て
い
る
。

水
に
恵
ま
れ
て
い
る

水
が
う
ま
い
。
そ
れ
に
富
山
の
人

活発に意見をのぺるパネラーのみなさん

こ
れ
か
ら
の
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
県
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と
主
人
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
「
ど
う
や
っ
て
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
は
か
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
パ
ネ
ラ
1

十
二
名
で
、
三
グ
ル

ー
プ
を
構
成
し
、
第
一
グ
ル
ー
プ
が

「富
山
の
魅
力
へ
第
二

グ
ル
ー
プ
が
「
何
が
不
足
し
て
い
る
か
」
、
第
三
グ
ル
ー
プ
が

「
ど
う
展
開
す
る
か
」
に
つ
い
て
提
案
し
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
全
体
の
デ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
約
四
百
項
目
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

1 4  

ネ

・第一グループ H富山の魅力はH

@山口 博 (富大教授・ 王朝文学)

佐伯 安 一 (民俗研究家)

松岸得之助 (ナチュラリス ト)

荒 木 ゆみ(ファッション イラスト レー タ)

・第二グループ H何が不足 している かH

。北 村信孝(小学校教諭 ・越中峠の会事務局長)

稲場 実(建築家 ・PTA会長)

平野 武 (北陸経済研究所員)

池端 滋(写真家)

・第三グループ Hどう展開する かN

。野上良 一 (KNB制作局次長)

山 本 力(毒記事山手写??きれ"}'7'代表〉
羽根由子(フリ ーライター)

山下隆司(タウン情報紙編集長)

(。印は座長)一フノて

は
気
づ
い
て
い
な
い
。
水
道
の
水
の

方
が
ミ
、
不
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
よ
り
う

宇
品
い
シ
」
田
川

γ
フ。

日
常
生
活
の
中
に
光
る
も
の
が
あ
る

富
山
県
民
に
と

っ
て
は
「
な
ん

で
も
な
い
」
も
の
が
県
外
人
に

は
魅
力
で
あ
る
。
祭
り
、
民

謡
、
酒
、
食
物
だ
け
で
な

く
、
田
ん
ぼ
や
カ
エ
ル

の
声
さ
え
も
。

ユ
ニ
ー
ク
な
地

名
が
多
い

富
山
に
は

魅
力
あ
る
地

15 

名
や
歴
史
的

に
由
緒
あ
る
地

名
が
多
い
。

特
に
、
「
美
女
平
」

は
、
伝
説
も
多
い
し
、

魅
力
と
欠
点
は
表
裏
一
体

魅
力
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と

欠
点
に
結
び
つ
く
。
こ
れ
が
富
山
の

特
色
で
は
な
い
か
。



何が
不足しているか

富
山
県
が
好
き
と
言
え
な
い

ど
の
県
に
住
み
た
い
か
と
い
う
調

査
の
結
果
、
富
山
県
人
は
石
川
と
静

岡
を
挙
げ
る
。
と
こ
ろ
が
い
ろ
ん
な

指
標
で
み
る
か
ぎ
り
富
山
は
住
み
良

さ
全
国

一。

暗
い
イ
メ
ー
ジ
し
か
つ
く
ら
れ
て

い
な
い
、

P
R
が
下
手

越
中
フ
ン
ド
シ
や
雪
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
強
す
、
ぎ
て
、
と
に
か
く

イ
メ
ー
ジ
が
悪
す
、
ぎ
る
。
P
R
が
下

手
な
ん
だ
。

施
設
を
造
っ
て
魂
入
れ
ず

役
所
の
造
る
施
設
は
い
つ
も
バ
ラ

バ
ラ
。
老
人
ホ
ー
ム
の

二
階
に
保
育

所
が
あ

っ
て
も
い
い
の
に
、
い
つ
も

衝
に
顔
を
つ
く
り
た
い

富
山
の
街
は
商
業
集
積
の
魅
力
が

な
い
。

0
0通
り
と
い
う
ダ
ラ
ダ
ラ

商
庖
街
よ
り
も
、
核
を
作
る
必
要
が

やめス出
。

富
山
市
の
街
角
ご
と
に
壁
画
を
つ

く
れ
ば
う
ん
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
ん
で
は
な
い
か
。

雪
こ
そ
白
い
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

富
山
の
最
大
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
雪

を
い
か
に
魅
力
に
切
り
替
え
る
か
。

ス
キ
l
修
学
旅
行
の
誘
致
や
「
雪
が

降
り
ま
し
た
。
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」

「
冬
こ
そ
富
山
へ
」
と
い
う
P
R
も

あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

富
山
の
P
R
に
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を

最
大
公
約
数
的
発
想
で
造

っ
て
い
る
。

最
近
の
文
化
会
館
ラ
ッ
シ
ュ
に
し
て

も
、
「
お
ら
が
町
に
」
意
識
で
な
く
広

域
的
発
想
に
で
き
な
い
の
か
。
そ
れ

に
「

O
O会
館
」
な
ん
て
ネ
i
ミ
ン

グ
が
悪
い
。

ま
た

立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
に

し
で
も

そ
の
、
不
|
ミ
ン
グ
か
ら
若

者
は
行
く
気
が
し
な
い
。
ペ
ン
シ
ョ

ン
村
で
成
功
し
た
長
野
県
の
例
を
研

究
し
て
ほ
し
い
。

住
宅
に
し
て
も
、
造
り
急
ぎ
、
住

み
急
ぎ
、

そ
し
て
後
悔
と
い
う
形
が

タ
タ
い
。
も
っ
と
夢
の
時
間
を
伸
ば
す

工
夫
が
ほ
し
い
。

ま
た
、
富
山
で
は
、
隣
が
百
万
円

で
造

っ
た
ら
、
「
あ
れ
と
同
じ
も
の
を

九
十
万
円
で
で
き
ん
か
」
と
く
る
が
、

石
川
県
な
ら
「
百
十
万
円
で
あ
れ
よ

り
い
い
も
の
を
」
と
い
う
。
富
山
は

風
化
し
や
す
い
も
の
を
次
々
と
街
に

造
っ
て
い
る
。

満
ち
足
り
て
無
気
力
に
な
っ
た
県

民
性

県
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
「
い
い
人

い
い
味

い
き
い
き
富
山
」
が
あ
る

が
、
「
い
き
い
き
」
が
富
山
で
は

一
番

欠
け
て
い
る
。

県
は
い
ろ
い
ろ
な
シ
ン
ボ
ル
マ

l

ク
を
持

っ
て
い
る
が
、
色
に
統

一
的

イ
メ
ー
ジ
が
な
い
。
職
員
の
制
服
や

伝
票
、
名
刺
に
ま
で
ト
ー
タ
ル
な
も

の
を
打
ち
出
せ
ば
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
富
山
県
の
タ
ク
シ
ー
は
黒

ば
か
り
で
あ
る
が
、
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー

か
紅
白
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
。

宣
伝
、

P
R
は
組
織
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
。

先
ほ
ど
ハ
ン
グ
リ
ー
と
い
う
指
摘

だ
/
」

と
い
う
と
こ
ろ
な
ん
か
全
然

が
あ

っ
た
が
逆
で
あ
る
。
富
山
で
は

ウ
ジ
ウ
ジ
し
て
い
な
い
。

多
く
の
家
が
田
ん
ぼ
を
持
ち
、

か
っ

県
展
の
写
真
で
も
、
中
央
の
審
査

員
が
暗
い
イ
メ

ー
ジ
の
作
品
ば
か
り

夫
婦
と
も
働
い
て
い
る
。
多
様
化
安

定
と
い
う
こ
と
で
金
銭
面
で
も
豊
か

選
ぶ
も
の
だ
か
ら
、
撮
る
方
も
そ
ん

な
も
の
ば
か
り
撮

っ
て

い
る
。

に
な
り
、
そ
こ
に
生
ぬ
る
い
県
民
性

が
芽
生
え
て
い
る
。
行
政
も
財
界
も

「
ま
あ
ま
あ
」
で
前
例
通
り
で
、
少

ス
ポ
ー
ツ
よ
り
勉
強

中
学
、
高
校
で
は
、
勉
強
ば
か
り

で
ス
ポ
ー
ツ
を
熱
心
に
や
ら
な
い
。

し
変

っ
た
こ
と
を
や
る
と
の
け
者
に

さ
れ
る
と
い
う
安

定
志
向
が
底
辺
に

ふのス出
。

そ
の
た
め
、
危

険
な
こ
と
に
手
を

出
さ
な
い
。
日
本

海
ー
裏
日
本
|
暗

い
、
と
い
う
図
式

に
反
発
し
て
、
日

本
海
側
表
日
本
運

動
ぐ
ら
い
や

っ
て

も
ら
い
た
い
。
そ

の
意
味
じ
ゃ
早
稲

田
劇
場
の
利
賀
村

は
い
い
ん
じ

ゃ
な

い
か
。
本
来
の
村

の
祭
り
を
忘
れ
て

早
稲
田
小
劇
場
が

き
た
ら
「
文
化
村

ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
も
P
R
に

か
ら
だ
。
こ
れ
を
や
れ
ば
、
も
の
す

四
季
を
通
じ
て
の

P
R
を
行
な
い
、

ご
い

P
R
に
な
る
。
そ
れ
に
は
大
き

な
会
議
場
と
宿
泊
施
設
、
交
通
体
系

の
整
備
が
必
要
だ
。

車
の
シ

l
ル
な
ど
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
な

っ
た
り
、
売
薬
さ
ん
を
通
じ

て
の
P
R
や
全
国
の
ラ
ジ
オ
局
へ
富

若
者
の
可
能
性
を
引
き
出
そ
う

若
い
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出

す
基
般
叫
が
な
い
。
せ

っ
か
く
い
い
作

山
の
資
料
を
送

っ
て
P
R
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

学
会
も
P
R
手
段

い
ま
地
方
自
治
体
で
は
学
会
誘
致

に
乗
り
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
学

品
を
つ
く

っ
て
も
、
若
者
に
無
料
で

貸
し
て
く
れ
る
発
表
の
場
は
少
な
い

会
の
後
に
は
必
ず
視
察
旅
行
が
あ
る

の
で
発
表
の
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
い
れ
る
べ

き
だ
。

街
に
魅
力
が
な
い

富
山
の
街
は
無
個
性
の
代
表
み
た

い
な
も
の
で
、

ま
っ
た
く
魅
力
が
な

ぃ
。
生
活
は
夜
型
志
向
に
な

っ
て
い

る
の
に
街
の
中
心
部
で
さ
え

七
時

は

灯
が
消
え
て
し
ま
う
。
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昨
年
の
伊
藤
敏
博
君
、
ア
ラ
ジ
ン

の
高
原
君
と
続
い
た
ポ
プ
コ
ン
の
優

勝
は
確
実
に
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ

に
つ
な
が

っ
た
。
い
ま
県
内
で

こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
若
い
芽
が
伸
び

始
め
て
い
る
の
で
、
長
い
目
で
育
て

る
温
さ
も
必
要
だ
。

ま
ず
、
富
山
が
好
き
と
言
え
る
よ

う
に

祭
り
や
催
し
を
も

っ
と
参
加
型
に

切
り
替
え
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る

と
い
う
ム

l
ド
を
出
し
た
い
。
そ
れ

が
街
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
し
、
私
は
こ

」
が
好
き
だ
と
い
う
主
張
も
出
る
の

qフ

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
県
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
住
ん

で
い
る
地
域
で
昔
何
が
あ

っ
た
か
を

知
っ
て
そ
こ
を
好
き
に
な
る
運
動
を

行
な
え
ば
、
富
山
を
明
る
く
、
楽
し

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
富
山
に
住
ん
で
い

る
人
が
富
山
を
本
当
に
い
い
と
思
わ

な
い
と
人
は
来
な
い
。
県
民

一
人
ひ

と
り
が
富
山
に
自
信
を
持

っ
て
自
慢

す
る
こ
と
が

一
番
の

P
R
に
な
る
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
、
県
民
が
自
分

の
県
に
ど
れ
だ
け
誇
り
を
持

っ
て
い

る
か
に
か
か

っ
て
く
る
。



h1-

力、

そ
う
、
ベ
テ
ラ
ン
の
持
ち
疎

高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
十
月
一
日

3
十
月
三
十
日

年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る

倍

特
別
措
置
法
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る

六
ば
を
も
、

0
・
六
江
下
回
っ
て
い

ま
す
。

全

f本

資料県職業安定諜定例調査(56.10)

法
定
雇
用
率

〈年齢別にみた求人倍率〉

全
国
平
均

〈高年齢者の雇用状況〉

日
目

i
M
歳

県

平

均

糾
歳
以
下

l.0 

1.5 

0.5 

% 

8 

2 

。

4 

各種雇用援助制度
定年延長奨励金

定年年齢を56歳以上に引き上げる事業主が受給できます。
高年齢者雇用確保助成金

60歳以上の定年制をしき、かつ昭和57年 1月 1日以降新た
に61歳以上まで継続雇用する制度(定年延長、再雇用、勤務
延長など)を設けた事業主が受給できます。
富山県継続雇用・再雇用奨励金

57歳以上60歳未満の定年制をしき、 、かっ、定年到達者を定
年退職後引き続き 1年以上雇用する事業主が受給できます。
特定求職者雇用開発助成金

高年齢者等の就職が困難な者を雇い入れる事業主が受給で
きます。
職場適応訓練費

中高年齢者等就職困難な求職者に対し職場の作業環境に適
応させるための訓練を行い、訓練終了後にその求職者を雇い
入れる事業主が受給できます。

なお、訓練を受ける求職者には雇用保険給付又は訓練手当
が支給されます。
高年齢者職場改善資金融資

高年齢者向きに作業施設等の職場改善を行う事業主に対し、
その資金を融資する制度です。

なお、これらの制度についての詳細は、県職業安定課まで
お問い合わせください。

進
む
労
働
力
人
口
の
高
齢
化

中高年齢者集団面接選考会

み
な
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
、
戦

後
日
本
の
老
齢
人
口
は
急
速
に
増
加

し
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い

全
労
働
力
人
口
に

日
i
m歳

占
め
る
五
十
五
歳
以
上
の
割
合
も
昭

和
五
十
五
年
の
二
ハ
・
一
は
か
ら
六

十
五
年
に
は
こ

0
・
三
ば
へ
と
高
ま

る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
本
県
の
場
合
は
、
全
国
水

準
に
比
べ
十
年
も
早
く
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
労
働
力
人
口
の
五
人
に

人
は
高
年
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
年
齢
者
を
取
り
巻
く
巌
し
い

雇
用
環
境

(昭和65年度)

65年は雇用政策調査

研究会推計

労働力人口

(昭和55年度)

総理府「労働力調査」

日
歳
f
3

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
年
齢
者
の

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
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求
人
状
況
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月

の
調
査
で
、
求
人
倍
率

0
・
二
ハ
倍

求
人
が
わ

と
求
職
者
六
人
に
対
し
、

ず
か

一
人
と
い
う
ひ
じ
よ
う
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
も

昭
和
五
十
六
年
六
月

一
日
現
在
で
、

全
国
平
均
が
六

・
六
ば

で
あ
る
の
に

平
均
を
一

対
し
、
富
山
県
は
五
・
四
は
と
全
国

一は
も
下
回

っ
て
い
ま

す

高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
月
間
中
の
運
動

こ
の
よ
う
に
高
年
齢
者
の
厳
し
い

雇
用
状
況
の
中
で
、
安
定
し
た
雇
用

の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
県
で
は
次

の
よ
う
な
各
種
の
援
助
制
度
を
行

っ

て
い
ま
す
が
、
特
に
十
月
一
日
か
ら

十
月
三
十

一
日
ま
で
を
「
高
年
齢
者

雇
用
促
進
月
間
」
と
し
、

川

「

昭
和
六
十
年
六
十
歳
定
年
の

一
般
化
」
に
向
け
て
の
定
年
延
長

の
促
進

∞

六

十
歳
以
上
の
定
年
到
達
者
の

雇
用
延
長
の
制
度
化
促
進

叩

高
年
齢
者
雇
用
率
制
度
に
基
づ

く
雇
用
の
促
進

川

高
年
齢
者
を
対
象
と
す
る
特
別

求
人
開
拓
の
実
施
な
ど
に
よ
る
再

就
職
の
促
進

な
ど
を
月
間
の
重
点
課
題
と
し
、
次

の
よ
う
な
行
事
を
行
い
、
積
極
的
に

高
齢
者
の
雇
用
促
進
運
動
を
展
開
し

中高年齢者雇用促進大会

月間中の行事予定

ま
す
。 」

の
高
年
齢
者
雇
用
率
は
、
「
中
高

お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

。

。
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(ー)富山会場(ユニー西町庖)

10月 2日、 3日、 4日)

(二)高岡会場(高岡商工ピル)

10月12日、 13日、 14日

(ヨ砺波会場(砺波プラザ)

10月16日、 17日、 18日

(四)魚津会場(魚津サンプラザ)

10月23日、 24日、 25日

く〉 雇用率達成、定年延長推進懇談会

の開催

(10月下旬開催予定)

高齢年者雇用促進連絡会議の開催

(10月下旬開催予定)。高年齢者襲用率未達成企業に対す

る雇用要請及び高年齢求職者を対象

とする特別求人開拓の実施 (月間中)

く〉 中高年齢者集団面接選考会の開催

(一)富山会場

10月6日(水) 午後 1時30分

富山商工会議所ピル10階大ホール

仁)高岡会場

10月13日(水) 午後 1時30分

高岡商工ピル 2階大ホール

高年齢者雇用促進大会の開催

10月15日(釦午後 1時30分

富山県民会館401号室

(→高年齢者雇用優良企業、優良高年

齢就職者の表彰

(13 : 40~ 14 : 20) 

仁)講演(雇用促進セミナー)

(14 : 30~ 16 : 00) 

く〉 高年齢者雇用促進展(パネル展)

の開催



不
当
景
品
付
販
売
に

懸賞により提供する景品類の
最高額は制限されている…・

要
注
意
グ

第
四
に
、
景
品
に
つ
ら
れ
て
、
必

要
の
な
い
も
の
ま
で
買
っ
て
し
ま
う

旦
口
小

口
口口

額

な
ど
消
費
者
の
正
し
い
商
品
の
選
択

を
ゆ
が
め
て
し
ま
い
ま
す
。

の

H
H
1
 

止
巾

限

こ
の
よ
う
に
、
景
品
付
販
売
に
は
、

い
ろ
い
ろ
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
す
べ
て
の
景
品
が
が
禁
止
さ
れ
て

マ懸賞(抽せんやクイズ)による景品提供
。葡鹿が単独で実施する場合

取引価格 景品の最高額 景品の総額限度

500円未満 取引価格の 20倍 懸賞による売上げ

500円以上5万円未満 10，000円 予定総額の 2%ま

5万円以上 10万円未満 30，000円 で

1 0万円以上 50，000円

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

条
件
に
よ

っ
て
、
次
の
よ
う
・
な
景
品

額
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

0商腐衝などが共同して実篇する場合
景品の最高額の制限は20万円 .景品の総額の限度は、懸賞による売上げ予

マベタ付景品 定総額の 3%ま色 、

例えば、バイクをお貿上げの方に 1年分のガソリンをプレゼントすると
いうように懸賞によらないで景品を提供する場合

l 景品 の 最高額

1 00円

取引価格の~

50，000円

取引価格

1，000円未満

1，000円以上50万円未満

50万円以上

取
引

懸賞により提供する景品類の
総額も制限されている….. . 

新

聞

購

公
正
取
引
委
員
会
で
は、

全
国
の

新
聞
社
や
新
聞
販
売
屈
が
、
公
正
か

つ
自
由
な
競
争
を
行
う
こ
と
を
促
進

さ
せ
る
た
め
、
新
聞
の
購
読
勧
誘
に

際
し
て
行
う
次
の
行
為
を
景
品
表
示

法
に
よ

っ
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
で

一
千
万
円
を
当
て
よ
う

」
れ
は

実
際
に
あ

っ
た
、
景
品

る
の
で
は
・
な
い
で
し
ょ
う
か
。

」
の
よ
う
な
過
大
な
景
品
付
販
売

は
昭
和
三
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

(略
称
「
景
品
表
示
法
」
」
に
よ

っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
と
し
て
は

た
だ
で
景
品

付
販
売
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

が
も
ら
え
る
の
に
禁
止
す
る
の
は
け

し
か
ら
ん
と
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
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な
ぜ
景
品
付
販
売
が

い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か

|
|
景
品
付
販
売
の
悪
い
と
こ
ろ
ー
ー

二五r

H冗

勧
」
の
ほ
か
に
、
商
庖
街
の
年
末
大
売

出
し
で
一

万
円
札
の
つ
か
み
ど
り
や

家
庭
電
気
器
具
で
八
百
万
円
の
豪
華

住
宅
を
差
し
上
げ
ま
す
と
い
う
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
方

の
中
に
は
、

最
近
の
景
品
は
貧
弱
に

の
で
す
。
景
品
の
付
け
方
が
う
ま
い

企
業
が
栄
え
、
他
方
、
品
質
が
良
く

価
格
も
安
い
商
品
を
売

っ
て
い
る
ま

じ
め
な
企
業
が
競
争
に
負
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
公
正
で
は
な
く
、
ま
た
、

国
民
生
活
に
と

っ
て
も
大
き
な
損
失

で
す
。

第
三
に
、
景
品
付
販
売
に
制
限
が

な
く
な
れ
ば
、
景
品
な
ど
に
お
金
を

多
く
ま
わ
せ
る
業
者
が
有
利
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
す
。

な

っ
た
と
思

っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

第

一
に
、
景
品
付
販
売
は
、
あ
る

業
者
が
行
う
と
、
他
の
業
者
も
負
け

ず
に
始
め
、
し
か
も
だ
ん
だ
ん
景
品

の
規
模
や
金
額
が
大
き
く
な

っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
景
品
に
か
か

っ
た
経
費
は
商
品
の
価
格
に
そ
の
分

が
上
乗
せ
さ
れ
、
結
局
消
費
者
が
高

い
商
品
を
買
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

第
二
に
、
競
争
は
、
本
来
、
商
品

の
品
質
や
価
格
の
面
で
行
わ
れ
る
も

長秀

-
物
品
な
ど
の
経
済
上
の
利
益

(景

品
)
を
提
示
す
る
こ
と
(例
え
ば
「

O

O
を
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
三
ヵ
月
購

読
し
て
下
さ
い
日)

-
無
料
紙

(無
代
紙
)
を
配
達
す
る

こ
と

(例
え
ば
、
「

一
ヵ
月
分
の
新
聞
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つ

て

代
金
を
無
料
に
し
ま
す
か
ら
三
ヵ
月

取

っ
て
下
さ
い
日)

新
開
業
界
に
お
い
て
は
、
現
在
、

新
聞
が
違
法
な
方
法
で
販
売
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
い
わ
ゆ
る
新
聞

販
売
正
常
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。



8月24日--9月6日
麗県内6ヵ所で‘新総合計画

住民懇談会開催

これからの富山県づくりの基礎と

なる新総合計画の中間報告書が、 8

月 6日に県総合開発審議会によ って

提出されましたが、県では県民参加

による新総合計画の策定を図るため、

県内 6ヵ所で住民懇談会、市長村長

会議を開催しました。

富山市(8月24日)、新川広域圏 (8 

月25日)、高岡広域圏(8月31日)、砺

波広域圏(9月 1日)、富山広域圏 (9 

月 3日)、射水広域圏(9月 6日)の各

会場では、貴重な意見や要望が多く

だされました。

9月2白
星電県体育センター基本計画決まる

富山市秋ヶ島に建設する富山県総

合体育センターの建物延べ床面積は

18，700平方ιと全国有数のもので、

国際的な競技も可能な大体育館、温

水プールなどのほか、研修、合宿施設

なども備わり、スポーツの技術水準の

向上、県民スポーツの振興 ・普及をは

かる総合的な機能を備えた施設です。

また、このセンターの第 1期工事

は本年度中に着工し、 59年 3月に完

成する予定です。

9月38
~福岡町で・「知事と語るつどい・

まちまわり」

知事と語るつどい・まちまわりが

福岡町で行われました。

知事と語るつどい会場とな った農

村環境改善センターには、約 310人

の住民のみなさんが出席され、知事

と活発な意見交換が行われました。

また、まちまわりでは、赤丸トレ

ーニングセンターなど11ヵ戸庁を視察

しました。

9月4日--9月15白
星電「婦人の翼」派遣

今年で 2回目を迎えた「富山県婦

人海外派遣団一豊かな郷土を拓く

婦人の翼J (竹部喜代子団長 )の一行

37人が、西ドイツ、スイ スヘ出発し

ました。

一行は、福祉施設の見学、婦人会

8月16日--9月15日一

組織の見学、ホームピ ジネ ッ ト、婦 多くの人に見送られて出発

人の地位調査、国際赤十字、消費者

組織の見学などを行い15日に富山に

帰 ってきました。
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元気に帰県し 、知事に報告する

婦人の翼の一行

9月6日
麗「交通緊急事態」を宣言

富山県警察本部は、相次ぐ交通死

亡事故に歯止めをかけるため「交通

緊急事態」を宣言しました。

この宣言は、県内全域を対象にし

たもので、当分の問、飲酒 ・暴走運

転を中心に取り締まりを強化し、死

亡事故の発生を防ぎます。

昭和57年 10月街頭献血日程

月日曜 士暴 所 時 間

10/ 2出 富山駅前 1 0 :00~ 16 :00 

2は)高岡駅前 10 : OO~ 15 : 30 

7(木)城端町役場前 10 :00~ 15 :30 

7{木)立山町商工会前 1 0 :00~15 :30 

8{金)大山町役場前 1 0 :00~15 :30 

9出 富山駅前 1 0 :00~16 :00 

9は)高岡駅前 1 0 :00~15: 30 

10(8)1;富山西武前 1 0 :00~16 :00 

9月6日
鼠氷見で県総合防災訓練

中沖知事を訓練本部長に、海上保

安部、自衛隊、消防、警察、県、市、

市民団体など総勢約11，000人が参加

して、県総合防災訓練が氷見市で行

9月9日~
麗 9月定例県議会開会

9月定例県議会が9月9日開会し、

57年度一般会計補正予算案など28案

件を一括上程したあと中沖知事が提

案理由を説明しました。

なお、会期は9月22日までの14日間。

提案理由を説明する中沖知事

月日曜 員暴 所 時間関

10/15(金)新湊市役所前 1 0 :00~ 15: 30 

16(土)富山駅前 1 0 :00~16 :00 

16仕)魚津サンプラザ前 1 0 :00~ 15: 30 

19伏)小矢部市役所前 10 : OO~ 15 : 30 

30出 富山駅前 1 0 :00~16 :00 

30は)高岡駅前 10 :00~15: 30 

31 (日)婦中町古里支役所前 10 : OO~ 15: 30 

31 (日)高岡駅前 10 :00~15 :30 

われました。

市街地一円を舞台とした第 l会場

と石川県境の床鍋地区の第 2会場に

分かれて訓練は行われ、車車両130台、

航空機ヘリコ プター l機、船舶 7隻

が参加し、あらゆる想定の訓練が陸

海空で繰り広げられました。

9月10白
磁ガン征圧全国大会開催

国民総ぐるみでガン撲滅運動を推

進する57年度ガン征圧全国大会が富

山市の県民会館で聞かれました。

ガン征窓会鼠大会

• 

ガン征圧全国大会

2 2  

-時効にかかる軍人患給請求
旧軍人の思給請求のうち、次の請求は11

月6日で時効にかかりますので、該当の方

は請求もれのないよう御注意下さい。

(1)、下士官以上としての階級の在職年が 6

ヵ月未満の者又は兵の階級の者で、引続

く実在職年が3年以上の一時恩給請求。
なお、死亡している場合は、遺族が請求

できます。
(2)、普通恩給をすでに受給している方で、

65歳以上70歳未満の人の加算改定請求。
これは、旧軍人の加算年を金額計算の基

礎在職年へ算入するよう請求するもので

すが、中には改定効果がないため、請求

が不必要な場合もあります。
。いす、れの場合も、くわしくは県庁社会福

祉課，恩給係におたずね ください。

・理容師・美容師試験のお知らせ
昭和57年度第 2回理容師試験及び美容師

試験の学科試験を11月l日(月曜日)、実地

試験を11月22日(月曜日)に実施します。
受験を希望される方は、受験願書を10月

8日(金曜日)から10月19日(火曜日)までに、

県内の受験者にあっては住所地を管轄する
保健所へ、又県外の受験者にあっては富山

県厚生部環境衛生課ヘ提出して下さしミ。
なお、詳細については、最寄りの保健所、

又は富山県厚生部環境衛生課 官 0764-
31-4111へお問い合わせ下さい。

・富山県婦人美術展の作品募集
県では、第 3回富山県ウーマンフェスティ

パルの一環として婦人美術展を開催します。

この美術展は、県内にお住いの20歳以上

の婦人の方ならどなたでも応募できます。

。募集部門 日本画・洋画・彫刻・工芸・書

。申込方法 11月16日伏)に展示会場で作品

の搬入と同時に申込を受付

。展示期間 11月19日(劃から11月23日伏)正
午までの 5日問

。展示会場富山県民会館A展示場

なお、出品規定など詳細については、富

山県芸術文化協会事務局 (0764@8635) ま
たは県庁婦人青少年課 (0764@4111)へお

問い合わせください。

・昭和57年度富山県社会教育大会の開催案内
富山県教育委員会では、富山県社会教育

振興協議会、富山県社会教育委員連絡協議

会との共催により、来る10月18日(月)、第11
田富山県社会教育大会を開催します。

この大会は、i21世紀をになう青少年の育

成をめざして」をテーマに、社会教育関係

者のみならず、広く 一般県民の参加のもと
に、 21世紀をになう青少年の健全育成を図

るものです。
会場は、富山県教育文化会館で、午後1時

から実践発表、記念講演などが行われます。

講師は、前富山県教育長屋敷平州先生を
予定しています。

みなさんの参加をお待ちしています。な

お、お問い合わせは、県教育委員会社会教

育課へ。



KNBiこんにちは富山県で・す」 刊テ周@富山テレビill0万人のひろば」

毎週日隠日、午前 8 時~8 時30分 レビ. 毎週日曜日、午前 9 時~ 9 時30分

~次代を担う少年と老人と のふれあい~ 3日 秋の野山は楽しさいっぱい
‘ 

総合体育センターの概要 、 1'0日 飯田先生の教育相談

働く婦人 可 17日 哲也の体験レポーピト
ラグーに挑戦

知事と語る 24日 女性と就職
~青年の船 ・中国との友好~

県出身有名人に聞く 31・E 夢のある農業をめざして PART II 
' 

富山市新総曲輪ト7(県庁内)

怨富山31-4111的
3] -3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

台高岡21-9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)

雷魚津24-5311

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

宮砺波3-5151 

県からのお知らせ

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北

日本、富山、読売、北陸中日は第 2土曜日に

掲載しています。

轡鞠醸職
みんなの県政

毎月最終土曜日に北日本、富山、読売、北

陸中日の 4紙にを頁で掲載しています。この

うち、 4回は、見聞き 2ページを使って掲載

します。

県の施策の紹介や、暮しに欠かせない情報を

提供しています。

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

砺波地方県民相談室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

室談相民県

24 

広報課では 、みなさんと県庁とを結ぷ大切

なパイプ役として、この「県広報とやま」の

ほか、テレビ、新聞などの媒体を活用して、

観 麟
KNB 

県民に向かつて聞かれた県政の諸施策等に

ついて、県民のみなさんに十分知っていただ

くための番組です。ベテラン稲垣健次アナを

司会として、親しみやすく構成します。

なお各週ごとの具体的内容は次のとおり予

定しています。

第 1週 県政上の諸問題を紹介。

第 2週県有施設の紹介(新シリーズL

第3週 県の主要プロ ジェク 卜紹介(4月 ~9月)

第4週知事と語る(又は知事に聞く)。

第 5週本県出身者の登場

富山テレビ
県内各地の明るい話題や郷土の自然、産業、

文化、県民の活動などを紹介し、郷土のよさを

見直そうという番組です。

話題をメインに各ミニコーナでつなぎ、バラ

エティに富んで、いて家族みんなで楽しめます。

逢地真理子アナを司会として、話題を新しい面

から切り拓くため男性レポータ-3名を起用し

ています。 小泉哲也 (プロスキーヤー)

金木静(作 家)

飯田敏雄 (福光東部小校長)

新港の森は、工業地帯からの公害を防止するとともに、

みなさんの憩いの場となっています。

魅力ある郷土づくり

県
民
公
園

新

港

の

森

県有施設紹介⑦
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岡
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す
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也事た

来年は現在の富山県が誕生して

ちょうど100年を迎えます。
この記念すべき年を象徴する、シンボルマークガ決まりました。

みなさん、いろいろなものに、ご自由に使用してください。

1髄

0シンボルマークの使用l乱、自由ですが、使用目的が次のいずれかに該当するものについては、使用を認めま
せん。

( 1 ) 主として特定の政治、思想、宗教などの活動
の目的に利用しようとするもの

(2) 特定個人の売名!こ利用しようとするもの

(3) 不当な利益をあげるだめに利用しようとする
もの

(4) 公序良俗に反する目的に利用しようとするもの

(5) 置県百年記怠事業を推進するうえで、支障ガ
あると認められるもの

(6) その他、置県百年の意義に照らしふさわしく
ないと認められるもの

0なお、シンボルマークには色指定がありますので、置県百年記念事業推進事務局(宮0764ー 31-4111内線324)

へお問い合わせください。
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